
国家ビジョン研究会シンポジウム

日 時 平成２２年１０月３日（日）
１２：３０受付 １３：００開始 ～１７：００

場 所 国立オリンピック記念青少年総合センター
国際交流棟 レセプションホール
渋谷区代々木神園町３－１

参加費 １，０００円

プログラム

１３：００～ 来賓挨拶 ・・・・・ 近藤誠一氏 （文化庁長官）

１３：１０～ 主催者挨拶 ・・・ 中西真彦氏 （国家ビジョン研究会代表世話人）

１３：２０～ 基調講演

「日本文明の源流～縄文～」

小林達雄氏 (國學院大学名誉教授/考古学者）

「生命科学から見た日本文明」

村上 和雄氏 （筑波大学名誉教授/分子生物学者）

１５：００～ パネルディスカッション ・・・ 「日本人のアイデンティティを求めて」

パネリスト/ 熊谷 保孝氏 （日本政治経済史学研究所理事/神道学博士）

森井敏晴氏 （文学博士/比較宗教学者）

土居正稔氏 （元奈良芸術短大教授/倫理学者）

吉田武男氏 （筑波大学大学院教授/道徳教育学者）

村田光平氏 （元駐スイス大使/日本文明研究家）

コーディネーター/ 中西 真彦氏

１６：５０～ 閉会挨拶

「日本文明とは」「日本人のアイデンティとは何か」との問いかけの声は、日本国民の問いのみならず、今、
国際社会からも多く寄せられている。 「日本人の心」「日本文明の真髄」を求めて、縄文時代以来の日本の
歴史・社会の底に潜み生きつづけている「哲学」を探り、抉り出して、この声に答えようとするのが、このシンポ
ジウムの目的です。
終戦時に、米国文化人類学者 ヴェネディクト女史は「菊と刀」（初期占領政策のバックともなった）で日本
文明は西欧文明より劣位にあり普遍性の無い文明であると喧伝した。果たしてそうであろうか。

逆に日本文明は、素晴らしい世界に誇れる普遍性・真理性を持っている文明である事を、自国の身びいき
ではなく、現代先端生命科学などの知見を踏まえて検証しようとするのが狙いです。

今まで誰も語っていない独自の目線で、「日本人のアイデンティティ」と「日本人の核心」を解き明かします。



お申し込み

国家ビジョン研究会 http://kokka-vision.jp/

内閣府認証ＮＰＯ法人日本文明フォーラム
共 催

メール又はＦＡＸでお申し込みください。

ＴＥＬ.０１２０（１５５）９４８ ＦＡＸ. ０３（６８０９）１２１７

benkyoukai@e-dfc.com       担当 阪田 浩子

プロフィ－ル

小林 達雄（こばやし たつお） 1937年 新潟県出身。國學院大學文学部卒業。

日本の考古学者。文学博士（歴史学）。國學院大學文学部名誉教授。新潟県立歴史博物館館長。

東京都教育庁文化課、文化庁文化財調査官を歴任。縄文人の世界観から土器文様を読み解くなど

従来にない視点から問題提起を続ける縄文研究の第一人者。

村上 和雄（むらかみ かずお）1936年奈良県出身。京都大学農学部農芸化学科卒業。

分子生物学者。農学博士。筑波大学名誉教授。 財団法人国際科学振興財団専務理事。

1983年に、高血圧を引き起こす原因となる酵素「ヒト・レニン」の遺伝子解読に成功。一躍世界的な業績と

して注目 を集める。現在ノーベル賞の有力候補とされる注目の人。

中西 真彦（なかにし まさひこ）１９３０年 三重県出身。京都芸術大学卒業。関西大学大学院

哲学専攻科博士課程。元（株）ベンカン代表取締役会長。

元東京商業会議所副会頭。元政府税制調査会委員。新産業人会議代表、国際科学振興財団会長を歴任。

国家ビジョン研究会代表世話人を務め、日本文明を基層とした、理念ある政策提言を行っている。

参加申し込み

ふりがな

氏名 職業

会社又は所属団体名

住所

連絡先電話番号

メールアドレス

会場準備の都合上９月２５日までにお願いします。


